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行きのバスの中ではＤＶＤで学習





▼帰れないふるさと


　　多摩川　任海千衛





　福島のツアーは３度目です。１回目の旅は、津波と原発事故で荒れ果てた無人の街が印象的でした。２度目は被災者住宅の皆さんとの交流、金で解決できない心の痛手を聞きました。


　今度のツアーでは伊藤さんの案内で帰る事のできない古里を見せてもらいました。色も無い、臭いも無い放射能の恐怖。原発はごめん。





▼避難計画はムダを実感


　若葉町  むらき数子





　「避難してください」と言われたとき、公共のバスや鉄道はなく、誰もが自家用車に乗り込んだ。クルマの殺到した道は、とうぜん、大渋滞した…。全国各地の原発周辺で、「どんなに計画をたてても、無駄なのだ」、と言われたことが、現地へ行ったことで、実感できました。


　無人の街…せっかく行ったのだから、家屋の内部を見せていただけばよかったと思っています。その内側が、天井が腐り、床は動物の糞が散らばり、人間によって荒らされている、と聞いても、外見は、留守宅としか見えませんでした。


　そっくり街全体が無人となるとき、それぞれの家がどうなるのか、という現実を、自分の目で見て来るべきだったと、悔いています。





▼再稼働、とんでもない


　　狛江市　関口暢子





  ゴーストタウンを目の前にして、原発を推し進めることは地球上のものすべてを死滅させることだと思いました。今、国と東電のやるべきことは福島及び住民に対してきちんと責任をとることです。


　福島の復興を最優先に。原発再稼動なんてとんでもない！





▼「とうとうやってしまった…」の重み


　西つつじヶ丘　石山久男





　行きのバスで映写された映像から、いまおこっていることの理不尽さに、あらためて胸つぶれる思いで涙がにじむのを押さえられなかった。その状況をいま私たちがまだ何も解決できていない、解決への希望もまだ見出せないでいることにも、なんともいえぬもどかしさを感じさせられた。


この状況がおこるだろうことを、伊東さんたちが早くから科学的に予想し、３．１１のわずか４カ月前にも、東電などを追及していたことをお聞きし、そのころ私たちはこの問題に深い関心をもっていなかったなということに気づかされた。これは深く反省しなければならないことだなと考えさせられた。


３．１１がおこったとき、早川さんの口をついてまず出てきたのが「やってしまった」という言葉だったという。その悔しさははかりしれないものがあったのではないか。でもそのあと、うまずたゆまず被災者の方々とともに、休む間もなく活動しつづけてこられた伊東さん、早川さんにはただ敬服するばかりだ。


だが、敬服ばかりしているわけにはいかない。何ができるか、何が被災者の方々がこうむっている理不尽な現実を変えることにつながるのか、考え動くしかない。





▼胸に迫る被災の実態


　　小島町　高山永子





  14日・15日の福島「つぶさに見る」訪問に参加できて本当によかったと強く感じています。両日にわたってバスに乗って案内・解説をしてくださった伊東達也さんの具体的な説明やたくさんの資料で、はじめて目にする被災の実態は、胸に迫るものでした。「福島にきて実際にみて、話を聞いてください」と訴え、次への理解度が変わってくる、と言われました。本当にこの５年半、テレビや新聞で知り、関連記事を読み、国と東電への怒りをつのらせ、３・１１行動に参加するのみでした。


　伊東さん達は、原発事故被災地視察の人たちへの案内を毎月実施されたり、２つの原発公害訴訟の団長として連日活動をされていることも初めて知りました。これからは「日本史上最大にして最悪の公害」訴訟を勝ちとり、そして、今できる事は原発廃炉の方針をだす国政を勝ちとることだと思います。私も頑張ります。
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宿泊した相馬市松川浦の「かんのや」の前で
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